
リオデジャネイロ

オリンピック
幕別町から世界へ!

2016リオデジャネイロオリンピック出場選手壮行会が行われました

1989年10月20日  幕別町旭町に生まれる
2002年3月　幕別小学校卒業
2005年3月　幕別中学校卒業
2008年3月　北海道帯広農業高等学校卒業
2012年3月　中京大学体育学部・体育科学科卒業
2015年3月　立正大学大学院社会福祉学専攻卒業
2015年4月　(株)八木橋に就職

【所属】　ARUKASU QUEEN KUMAGAYA

幼少の頃から陸上、アイスホッケーなどを始め、中学３年の
時には陸上の砲丸投げで入賞、高校２年生の時には円盤投げ
で国体５位入賞を果たす。
大学の授業でラグビーと出会い、大学の先生から勧められた
こと、2009年に７人制ラグビーがリオデジャネイロオリン
ピックで新種目に採用されたことが後押しし、2012年４月、
本格的にラグビーを始める。同年８月には日本代表合宿に初
招集、その後わずか１年で日本代表に選ばれる。
2015年リオデジャネイロオリンピックアジア予選ではFW
として五輪出場権獲得に大きく貢献し、2016年６月、リオデ
ジャネイロオリンピックラグビー日本代表選手団に選出さ
れる。

幼少の頃より兄・和弘さんと共にマウンテンバイク（MTB）を始
め、小学４年生で初レースを経験する。
帯広農業高等学校３年生在学時には、日本代表としてMTB世界
選手権ジュニアクラスに初出場。2005年から2007年までの３年
間、連続して全日本選手権MTBクロスカントリーU23クラスで
優勝し、2006年、2007年には世界選手権U23クラスで20位の成
績を納めた。
近年は、2016年ワールドカップ第1戦で自己最高の15位に入り、
また、2015年全日本選手権大会では６連覇を含む７度目の優勝、
2016年アジア選手権では８連覇を達成し、アジア圏内では無敵
の強さを誇っている。その実力は、他を寄せ付けず、今回３大会
連続でオリンピックマウンテンバイク代表に選出される。

小学校３年生で、陸上競技少年団「帯広JAC」に入団し、本格
的に陸上競技を始める。「短距離」を得意とし、小学４･５･６
年と３年連続全道大会に出場した。４年生の時には、女子
100ｍで５位、４年生リレーチームで２位と活躍。
中学校入学と同時に「十勝陸上クラブ」に入り、現在の走りの
原点を習得。高校は十勝陸上競技の名門校「帯広南商業高等
学校」に進学し、３年間陸上部で活躍する。
卒業後は、北海道ハイテクノロジー専門学校に進学、同校Ａ
Ｃに所属し現在に至る。
2008年より実力を大きく開花させ、 2010年4月2日「織田幹
雄記念国際陸上競技大会」では 、100ｍ 11秒21の日本新記録
で優勝。その後、2016年の日本陸上競技選手権大会で100ｍ
７連覇（８度目の優勝）、200ｍでは６年ぶりに自身の持つ日
本記録を更新する22秒88で６連覇（７度目の優勝）を達成し、
今回オリンピック３大会連続で陸上女子代表に選出される。

1985年8月20日  足寄町に生まれる
1998年3月　札内北小学校卒業
2001年3月　札内東中学校卒業
2004年3月　北海道帯広農業高等学校卒業
2007年3月　国際自然環境アウトドア専門学校卒業
2008年　北京オリンピック出場
2012年　ロンドンオリンピック出場

【所属】　Trek Factory Racing MTB Team

開催期間：８月６日㊏～８月22日㊊

▶女子７人制ラグビー（桑井さん出場）

８月７日㊐…予選
８月８日㊊…予選、順位決定戦、準々決勝
８月９日㊋…順位決定戦、準決勝、決勝

▶陸上女子100M（福島さん出場）

８月13日㊏…予選
８月14日㊐…準決勝、決勝

▶陸上女子200M（福島さん出場）

８月15日㊊…予選
８月17日㊌…準決勝
８月18日㊍…決勝

▶マウンテンバイク（山本さん出場）

８月22日㊊…男子クロスカントリー

1988年6月27日  幕別町南勢に生まれる
2001年3月　糠内小学校卒業
2004年3月　糠内中学校卒業
2007年3月　北海道帯広南商業高等学校卒業
2008年　　  北京オリンピック出場
2009年3月　北海道ハイテクノロジー専門学校卒業
2012年　　  ロンドンオリンピック出場

【所属】　北海道ハイテクＡＣ

山本  幸平さん（30歳）福島  千里さん（28歳）

桑井  亜乃さん（26歳）
2016リオデジャネイロオリンピック
スケジュール（日本時間）  ※予定

福島千里　、山本幸平　、桑井　亜乃　が　　  　　出場決定選
手

選
手

選
手

本町出身の福島千里さん（陸上女子短距離）、山本幸平さん（マウンテンバイク）、桑井亜乃さん（女子７
人制ラグビー）の2016リオデジャネイロオリンピック出場が決定しました。
３人同時の"オリンピック出場"快挙に町内が歓喜。
無限の可能性を秘めたアスリートが、大舞台に挑みます。３人の活躍をみんなで応援しましょう！

７月12日㊋、百年記念ホールで
福島選手、山本選手、桑井選手の
オリンピック出場壮行会が開か
れ、約500人が熱いエールを送り
ました。
壮行会には桑井選手、福島選手
と山本選手の両親が出席し、ソ
チ冬季五輪に出場した本町出身
のスピードスケート選手、髙木
菜那さんから花束が、選手らの
母校の小・中学校児童・生徒から
寄せ書きが贈られました。
桑井さんは「個人でもチームで
も金メダルを目指したい。皆さ
んに良い報告できるよう頑張り
たい」とあいさつ。
福島選手、山本選手もメッセー
ジやビデオレターで３度目の出
場となるオリンピックへの想い
を語り、リオでの健闘を誓いま
した。

1髙木菜那さんの花束贈呈　2糠内小学
校・糠内中学校の児童生徒から寄せ書き
を受け取る福島選手の両親　3札内北小
学校・札内東中学校の児童生徒から寄せ
書きを受け取る山本選手の両親　4山本
選手からのビデオレター　5桑井選手に

「頑張ってください」と声をかけ、握手を
する子どもたち　6桑井選手のあいさつ
　7壮行会終了後、子どもにサインをす
る桑井選手　8壮行会の会場に展示され
たユニフォーム、新聞記事、メダルなど
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